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おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集おしらせＨＯＴコーナー　催し・募集
季
節
展
示「
ひ
な
ま
つ
り
」

腹
２
月
１６
日
㈯
～
３
月
３
日
㈰　
午
前
９

時
～
午
後
３
時
４５
分

複
資
料
館
古
民
家

淵
地
域
に
よ
り
様
式
の
異
な
る
雛
人
形
、

段
飾
り
、
御
殿
飾
り
な
ど
の
展
示

沸
無
料

物
資
料
館
☎
９９７
・
６
６
６
６

第
２１
回
八
潮
洋
ら
ん
展

腹
２
月
２８
日
㈭
～
３
月
３
日
㈰　
午
前
１０

時
～
午
後
４
時

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

淵
洋
ら
ん
の
展
示
、
洋
ら
ん
栽
培
の
相
談

会
、
植
え
替
え
の
実
習
な
ど

沸
無
料

物
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

☎
９９５
・
６
２
１
６

八
幡
公
民
館
講
座

①
親
子
で
作
る
季
節
の
お
菓
子
教
室

腹
３
月
３
日
・
１７
日
（
各
日
曜
日
）　

午

後
１
時
～
４
時

複
八
幡
公
民
館
調
理
室

覆
市
内
在
住
の
小
学
校
３
～
６
年
生
と
そ

の
保
護
者

淵
い
ち
ご
の
ス
コ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
る

講
師　
田た

中な
か

手て

古こ

奈な

さ
ん
（
食
育
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

弗
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

払
各
日
８
家
族
（
申
込
順
、
１
家
族
３
人

ま
で
）

沸
１
家
族
あ
た
り
１
０
０
０
円
（
食
材
料

費
）

②
人
権
講
座
―
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
（
聲こ

え

の

形か
た
ち）
―

腹
３
月
２１
日
㈷　
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時

３０
分

複
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
ア
ニ
メ
の
原
作
を
基
に
製
作
さ
れ
た
人

権
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴

払
５０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

―
共
通
―�

�

仏
２
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
６
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

八
條
公
民
館
講
座

①
シ
ニ
ア
向
け
初
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
教
室
（
操
作
編
）

腹
３
月
１３
日
㈬　
午
後
２
時
～
４
時

淵
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安
全
に
使
う
た
め

の
基
礎
知
識
や
操
作
方
法
な
ど
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
方
、
こ
れ
か

ら
検
討
さ
れ
る
方
向
け
）

※
貸
し
出
し
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
１
人

１
台
用
意
し
ま
す
。

講
師　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
認
定
講
師

払
２０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

抽
選
日
時　
２
月
２７
日
㈬　
午
前
１０
時

抽
選
場
所　
八
條
公
民
館
会
議
室
⑵

②
歴
史
講
座
「
埼
玉
の
竹
籠
作
り
―
東
京

と
の
関
わ
り
か
ら
―
」

腹
３
月
１９
日
㈫　
午
後
１
時
～
３
時

淵
市
で
作
ら
れ
て
い
た
竹
細
工
や
、
埼
玉

の
竹
籠
と
東
京
と
の
深
い
関
わ
り
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ

講
師　
服は

っ
と
り部
武た

け
しさ
ん
（
埼
玉
県
立
嵐
山
史

跡
の
博
物
館
職
員
）

払
３０
人
（
申
込
順
）

―
共
通
―�

�

複
八
條
公
民
館
会
議
室
⑵�

�

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方�

�

沸
無
料�

�

仏
①
は
２
月
１４
日
か
ら
２６
日
ま
で
に
、
②

は
２
月
１９
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
公
民
館
（
☎
９９４
・
３
２
０
０
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

一
日
図
書
館
員
体
験

腹
２
月
２３
日
㈯　
午
前
９
時
～
１１
時
３０
分

複
八
幡
図
書
館

覆
中
学
生
以
上

淵
本
棚
の
整
理
・
資
料
の
返
却
作
業
・
図

書
の
カ
バ
ー
か
け
な
ど
の
図
書
館
業
務
の

実
習
※
参
加
者
に
修
了
証
を
発
行

弗
カ
バ
ー
を
か
け
る
本
１
冊

払
４
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
２
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
図
書
館
（
☎
９９５
・
６
２
１
５
）
へ

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

　
お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
後
、
あ
な
た

の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
一
晩
図
書
館
内
で
過
ご

し
ま
す
。
そ
の
姿
を
写
真
に
収
め
、
記
念

と
し
て
差
し
上
げ
ま
す
。

●
お
は
な
し
会�

腹
３
月
２８
日
㈭　
午
後
４
時
～
４
時
３０
分

●
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
迎
え�

腹
３
月
２９
日
㈮　
午
前
１１
時
～
午
後
５
時

―
共
通
―�

�

複
八
條
図
書
館
多
目
的
室�

�

覆
２
歳
～
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴
）�

�

払
１５
人
（
申
込
順
）�

�

沸
無
料�

�

仏
２
月
２１
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
條
図
書
館
（
☎
９９４
・
５
５
０
０
、
受
付

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン
体
験
版

　
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン
と
は
、
運
動
が
苦
手
な

子
ど
も
で
も
、「
走
る
」「
跳
ぶ
」「
投
げ
る
」

な
ど
の
基
本
動
作
を
遊
び
感
覚
で
身
に
つ

け
ら
れ
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

腹
３
月
２１
日
㈷　
第
１
部
＝
午
前
９
時
３０

分
～
１０
時
４０
分
、
第
２
部
＝
午
前
１０
時
５０

分
～
正
午

複
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

覆
第
１
部
＝
市
内
在
住
の
、
平
成
３０
年
４

月
２
日
現
在
で
３
～
５
歳
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者
、
第
２
部
＝
市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
校
１
～
３
年
生

淵
エ
ア
ロ
ケ
ッ
ト
、
ソ
フ
ト
ハ
ン
マ
ー
、

エ
ア
ロ
デ
ィ
ス
ク
、
マ
ル
チ
ハ
ー
ド
ル
な

ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
使
い
、
運
動

の
基
本
動
作
を
身
に
つ
け
る

払
第
１
部
＝
３０
組
、
第
２
部
＝
３０
人
（
各

部
と
も
申
込
順
）

沸
第
１
部
＝
５００
円
、
第
２
部
＝
３００
円
（
各

部
と
も
保
険
代
含
む
）

仏
２
月
１５
日
か
ら
２８
日
ま
で
に
、
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
☎
９９６
・
５
１
２

６
）
へ

手
話
講
習
会「
は
じ
め
て
の
手
話
」

腹
３
月
６
日
・
１３
日
・
２０
日
（
毎
週
水
曜

日
・
全
３
回
）　
午
後
６
時
～
９
時

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
１

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
、
初
め
て
手
話
を

学
ぶ
方

淵
自
己
紹
介
や
あ
い
さ
つ
な
ど
、
簡
単
な

日
常
会
話
の
手
話
の
講
習

講
師　
八
潮
市
聴
覚
障
害
者
協
会
、
八
潮

市
手
話
サ
ー
ク
ル
う
さ
ぎ
の
会

払
２０
人
（
申
込
順
）

沸
９７２
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

仏
２
月
１４
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

障
が
い
福
祉
課
（
☎
焚
４
５
３
）
へ

上
級
救
命
講
習
会

腹
３
月
２
日
㈯　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

複
八
潮
消
防
署

覆
八
潮
市
ま
た
は
草
加
市
に
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
中
学
生
以
上

淵
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
て
（
成
人
・

小
児
・
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
異
物

除
去
、自
動
体
外
式
除
細
動
器
〈
Ａ
Ｅ
Ｄ
〉

の
取
り
扱
い
、
止
血
法
、
保
温
法
、
搬
送

法
な
ど
）

弗
筆
記
用
具
、
昼
食

払
２０
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

沸
無
料

仏
２
月
２６
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
八
潮
消
防
署
（
☎
９９８
・
０
１
１
９
）
へ

募
集

市
税
等
の
徴
収
補
助
員

任
期　
４
月
１
日
～
平
成
３２
年
３
月
３１
日

覆
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方
▼
市

内
在
住
の
、
健
康
で
徴
収
補
助
業
務
（
電

話
催
告
・
文
書
催
告
・
現
地
調
査
含
む
）

に
従
事
可
能
な
方
▼
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
方
で
１
カ
月
１３
日
以
上
、
お

お
む
ね
１
日
４
時
間
以
上
の
勤
務
が
可
能

な
方
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち

の
方

淵
市
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
の
徴
収
業
務
の
補
助

払
５
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

報
酬　
▼
基
本
報
酬
＝
月
額
７
万
４
１
０

０
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
▼
能
率
報
酬
＝

現
年
課
税
分
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
滞
納
繰
越

分
＝
６
パ
ー
セ
ン
ト

仏
２
月
１２
日
か
ら
２２
日
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
納
税
課
窓
口
（
☎
焚
３

３
０
）
へ

　手代橋は昭和３５年に架橋され、これまで修繕を実施してきたところですが、老
朽化が進み、現在の利用形態のまま使い続けることが難しい状況になってきてい
ます。そこで、車両の通行規制を含めた今後の利用方法などについて、意見を募
集します。
※提出された意見などは、今後の業務の参考とさせていただきます。また、意見
に対する個別回答はしませんので、ご了承ください。
⒈資料の公表
　市役所（840情報資料コーナー）、駅前出張所、八幡図書館、八條図書館、資
料館、ゆまにて、文化スポーツセンター、エイトアリーナ、保健センター、八潮
メセナ、やしお生涯楽習館、寿楽荘、すえひろ荘、コミュニティセンターおよび
市ホームページでご覧ください。また、道路治水課において、配布を行います。
⒉募集期間
　３月１１日（必着）まで
⒊対象者
　次のいずれかに該当する方
▼市内に住所を有する方
▼市内に事業所または事業所を有する個人および法人その他の団体
▼市内の事務所または事業所に勤務する方
▼市内の学校に在学する方
⒋提出方法
　「手代橋の今後の利用方法に対する意見」と明記（メールの場合は件名に）し、
住所、氏名を記入のうえ、窓口、郵送、ファクス、電子メールで道路治水課へ

手代橋の今後の利用方法
物道路治水課☎焚３７１、鯖９９７－７３１０
メールアドレスdorochisui@city.yashio.lg.jp

意見募集

　市ホームページのトップページに掲載するバナー広告
を募集しています。詳しくは、市ホームページをご覧くだ
さい。
掲載期間　１カ月単位で、連続して１２カ月まで（年度を
超える掲載は不可）
払１８枠（※１）
沸１枠あたり月額１万円
仏掲載を希望する月の２０日前（必着）まで（※２）に、
八潮市ホームページ広告掲載申込書（秘書広報課または
市ホームページで入手）に企業・団体の概要が分かるも
の、資格証などを添えて窓口、郵送、ファクスまたは電
子メールで秘書広報課（☎焚４２３、メールアドレス
hishokoho@city.yashio.lg.jp）へ
※１　申し込み多数の場合は、公的企業・団体、市内企業、
県内企業、県外企業の順に優先し、同条件の場合は掲載
希望期間の長い方を優先します。
※２　４月１日からの掲載を希望する場合は３月１２日（必着）
まで

市ホームページ掲載広告募集


